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Ｑ　
よ
り
良
い
白
河
市
を
創
っ

て
い
く
た
め
、
も
っ
と
市
民
、

事
業
者
、
団
体
等
の
幅
広
い
意

見
を
聞
い
て
欲
し
い
。

Ａ　
市
政
運
営
の
基
本
は
、
市

の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
が
今
、

何
を
求
め
望
ん
で
い
る
か
を
把

握
し
、
国
や
県
の
情
報
を
捉
え
、

政
策
に
反
映
す
る
こ
と
で
あ
り
、

望
ま
し
い
広
報
広
聴
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
風

通
し
の
良
い
白
河
を
創
っ
て
い
く
。

Ｑ　
女
性
の
力
を
行
政
に
生
か
す
た
め
、
町
内

会
、
自
治
会
に
女
性
の
役
員
を
入
れ
た
ら
、
補

助
金
を
支
給
す
る
施
策
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
女
性
の
登
用
に
よ
り
、
女
性
の
視
点
で
の

多
様
性
や
包
括
性
の
あ
る
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。

制
度
導
入
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

Ｑ　
逞
し
く
生
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
新
し

い
教
育
も
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
性
が
望
ま
れ
る
。

Ａ　
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
、
答
え
る
力
よ
り
疑

問
や
構
想
を
持
つ
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
五
感
や
感
性
を
磨
き
思
考
力
、
判
断
力
を
高

め
る
の
も
必
要
で
あ
り
、
他
者
と
共
に
学
び
人

間
性
を
育
む
学
校
教
育
の
役
割
も
大
切
で
あ
る
。

Ｑ　
夜
間
中
学
を
望
む
が
。

Ａ　
県
と
連
携
し
て
い
く
。

Ｑ　
白
河
市
の
学
力
低
下
が

心
配
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ　
結
果
を
分
析
し
、
課
題

を
共
有
し
、
学
力
向
上
に
努

め
て
い
く
。

Ｑ　
地
区
防
災
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
自
助
、
共
助
及
び
公
助
が

う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
と
、
大

規
模
広
域
災
害
後
の
災
害
対

策
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
が

強
く
認
識
さ
れ
「
地
区
防
災
計

画
」
が
創
設
さ
れ
た
。
地
区
防

災
計
画
は
一
定
の
地
域
に
居
住

し
て
い
る
住
民
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
人
た

ち
の
助
け
合
い
（
共
助
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

区
の
特
性
に
応
じ
た
計
画
、
例
え
ば
「
地
区
独

自
の
避
難
場
所
の
確
保
」
や
、「
円
滑
な
要
配

慮
者
の
避
難
支
援
」
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
や
実
情
に
合
っ

た
自
発
的
な
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
本
市
に
お
け
る
現
在
の
策
定
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　
本
市
で
こ
れ
ま
で
２
町
内
会
が
策
定
し
、

２
町
内
会
が
地
区
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
地
区
の
防
災

出
前
講
座
時
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、

町
内
会
は
も
と
よ
り
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

計
画
策
定
を
働
き
か

け
る
。
ま
た
各
地
域

で
計
画
を
作
成
す
る

場
合
、
県
や
防
災
専

門
家
と
連
携
を
図
り
、

情
報
提
供
や
、
助
言
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
に
よ
り
支
援
し

て
い
く
。

佐川　京子 議員

根本　建一 議員

女性の力を行政に生かすための具体的施策を望む

地区防災計画の策定促進について

制度導入について議論する

町内会・自主防災組織等に働きかけて行く

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
３月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。３月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

３月定例会において延べ22名の方が傍聴にお越
しくださいました。ありがとうございました。
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Ｑ　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド(

台
湾
交

流)

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
だ
る
ま
や
日
本
酒
・
味

噌
・
醤
油
の
発
酵
文
化
ほ
か
、

白
河
の
物
産
と
台
湾
経
済
を
つ

な
い
で
は
ど
う
か
。

Ａ　
来
年
度
の
旅
行
博
に
は
県

も
出
店
す
る
と
の
回
答
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
や
各
市
町
村

と
も
連
携
し
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る
。

Ｑ　
歯
周
疾
患
検
診
事
業
に
つ
い
て
、
日
本
歯

科
医
師
会
に
よ
る
と
、
歯
周
病
は
「
静
か
な
る

病
気
」
と
言
わ
れ
成
人
の
約
７
割
が
歯
周
病
に

罹
患
し
て
お
り
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病

な
ど
多
く
の
疾
患
と
関
連

性
が
あ
る
と
の
事
。
検
診

拡
充
な
ど
対
策
を
伺
う
。

Ａ　

歯
周
疾
患
検
診
の
周

知
徹
底
を
行
う
。
さ
ら
に
、
20
歳
、
30
歳
も
対

象
年
齢
に
加
え
る
事
を
検
討
す
る
と
共
に
歯
周

病
予
防
等
の
普
及
啓
発
を
行
う
。

Ｑ　
市
営
住
宅(

坂
口
・
釜
橋)

に
つ
い
て
、
空

き
部
屋
の
活
用
策
を
伺
う
。

Ａ　
両
住
宅
は
、
小
学
校
に
近
い
こ
と
か
ら

「
子
育
て
向
け
住
宅
」
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

Ｑ　
矢
武
川
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
県
の
矢
武
川
改
修
は
、
総
延
長
が
、
３
０

０
０
ｍ
で
今
年
は
約
６
０
０
ｍ
完
成
予
定
。
６

年
度
は
九
舛
地
堰
周
辺
の
用
地
測
量
等
。
７
年

度
以
降
に
用
地
購
入
や
改
修
工
事
予
定
、
こ
の

区
間
の
完
了
後
に
、
反
町
堰
か
ら
上
流
に
向
け

改
修
予
定
。

Ｑ　
ま
ち
づ
く
り
に
は
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
が
重
要
と
思
わ
れ

る
が
、
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
市
が
有
す
る
歴
史
や
伝
統
、

文
化
、
産
業
、
自
然
な
ど
魅
力

的
な
資
源
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
登
校

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
朝
食
を
摂
ら
な
い
理
由
は
様
々
あ
る
が
、

保
護
者
と
相
談
し
た
り
家
庭
児
童
相
談
員
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
部
活
動
に
対
す

る
意
識
や
地
域
移
行
に
対
す
る
期
待
や
不
安
、

受
け
入
れ
団
体
の
協
力
等
に
つ
い
て
の
把
握
に

務
め
て
い
る
。

Ｑ　
南
湖
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
令
和
６
年
度
は
、
南
湖
北
東
岸
の
千
代
の

堤
ま
で
、
７
年
度
以
降
は
南
湖
南
西
ま
で
園
路

を
整
備
す
る
。
歩
行
者
安
全
の
た
め
に
、
期
間

を
限
定
し
一
方
通
行

規
制
を
計
画
し
て
い

る
。

Ｑ　
南
湖
公
園
の
松

の
木
の
植
樹
の
予
定

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
現
況
を
把
握
し
、

植
栽
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

水野谷正則 議員

植村　美洋 議員

口の中の健康と健康寿命は比例する、歯周病健診重要

市民意識、教育問題、南湖の整備について伺う

20歳、30歳も対象年齢に加えることを検討

魅力的な資源を掘り起こし、さらに磨き上げていく

Ｑ　
本
市
の
企
業
誘
致
等
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
地
元
企
業
の
育
成
を
行
い

な
が
ら
、
時
代
の
潮
流
を
見
極

め
た
企
業
誘
致
を
進
め
、
引
き

続
き
働
く
場
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Ｑ　
白
河
市
民
の
健
康
増
進
、

ひ
い
て
は
本
市
の
医
療
費
の
削

減
や
、
き
つ
ね
う
ち
温
泉
の
利
用
促
進
に
つ
な

げ
る
た
め
、
き
つ
ね
う
ち
温
泉
が
厚
生
労
働
省

の
「
温
泉
利
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
型

健
康
増
進
施

設
」
の
認
定
を

受
け
て
は
ど
う

か
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

Ａ　
今
後
、
運

営
す
る
、
ひ
が

し
振
興
公
社
や

関
係
課
所
と
連

携
し
、
設
置
目

的
の
さ
ら
な
る

達
成
の
た
め
、
近
県
の
認
定
施
設
を
調
査
研
究

す
る
な
ど
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

Ｑ　
相
続
登
記
義
務
化
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

し
て
の
周
知
と
支
援
を
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

Ａ　
広
く
市
民
へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

法
務
局
や
司
法
書
士
会
等
と
連
携
し
て
、
適
切

な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

遠藤　公彦 議員

きつねうち温泉が厚労省の施設認定を受けてはどうか
近県の認定施設を調査研究するなど、可能性を探る
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Ｑ　
妊
産
婦
の
方
が
流
産
や
死

産
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
な
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
流
産
・
死
産
で
は
、
最
初

の
窓
口
と
な
る
の
は
医
療
機
関

が
多
い
た
め
、
行
政
が
そ
の
よ

う
な
妊
産
婦
を
把
握
す
る
の
が

難
し
い
現
状
で
あ
る
が
、
医
療

機
関
が
自
治
体
保
健
師
の
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
な
ぐ
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
本

人
同
意
の
も

と
、
行
政
へ

の
情
報
共
有

が
な
さ
れ
、

継
続
的
支
援

を
し
て
い
く

体
制
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
「
妊
娠
前

か
ら
の
健
康
づ
く
り
」
を
意
味
し
て
お
り
、
男

女
を
問
わ
ず
若
い
う
ち
か
ら
妊
娠
や
出
産
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
身
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
、
向
き
合
う
機
会
を
促
す
取
り

組
み
の
こ
と
で
あ
り
、
若
い
世
代
の
方
々
が
将

来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
上
で
、
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
幅
広
い
世
代
の
方
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
を
発
信
し
、
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

室井　伸一 議員

妊産婦が流産や死産になった場合の対応
本人同意のもと継続的な支援をしていく

Ｑ　
近
隣
町
村
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
土
砂
搬
入
対
策
に
つ
い

てＡ　
危
険
な
盛
土
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
隣
接
す
る
西
郷
村

や
県
と
連
携
し
、
必
要
な
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
く
。
具
体
的

に
は
、
盛
り
土
に
つ
い
て
必
要

な
規
制
を
行
う
た
め
、
事
業
者

の
責
務
、
住
民
説
明
会
、
安
全
基
準
、
罰
則
規

定
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
上
程
し
た
。

　
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
良
好
な
自
然
環
境
や

生
活
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
土
壌
汚
染
や

土
砂
等
の
崩
落
、
飛
散
や
流
出
に
よ
る
災
害
の

発
生
防
止
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ｑ　
環
境
保
全
型
農
業
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
。

Ａ　
科
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の
低
減
、
生
物
の

多
様
性
の
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援

し
て
い
る
。

　
有
機
農
業
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
む

生
産
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
拡
大

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
水
稲
に

お
い
て
化
学
肥
料
の

低
減
を
図
り
、
有
機

肥
料
を
使
用
す
る
方

を
支
援
す
る
有
機
肥

料
利
用
拡
大
支
援
事

業
や
環
境
負
荷
低
減

に
向
け
た
調
査
を
実

施
す
る
。 菅原　修一 議員

県外から搬入される土砂対策
条例の制定により市民生活の安全確保

Ｑ　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

へ
の
支
援
と
、
今
後
の
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

Ａ　
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓

や
培
っ
た
知
識
を
活
か
し
、
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
今
後
の
備
え
に

関
し
て
は
、
道
路
・
橋
梁
・
河

川
の
護
岸
改
修
、
水
道
施
設
の

耐
震
化
対
策
に
加
え
、
市
内
50
カ
所
に
浸
水
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
、
河
川
の
氾
濫
状
況
の
把
握

や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

Ｑ　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
イ
レ
カ
ー
の
整

備
に
つ
い
て

Ａ　
災
害
時
の
有
用
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

平
常
時
で
の
活
用
に
お
い
て
も
車
両
に
施
し
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
り
、
観
光
面
で
の
Ｐ
Ｒ
効
果

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
2
台
購
入
予
定
の
あ

る
市
内
の
建
設
会
社
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を

結
び
、
非
常
時
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
部
活
動
地
域
移
行
に
関
し
て
、
受
け
皿
と

な
る
団
体
と
学
校
と
の
相
互
連
携
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ　
種
目
ご
と
に
両
者
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
、
現
状
の
共
有
、
移
行

に
あ
た
り
必
要
と
な
る
場

所
・
時
間
・
指
導
体
制
等

の
条
件
の
す
り
合
わ
せ
を

行
い
、
相
互
の
実
情
に
応

じ
た
環
境
の
調
整
を
進
め

て
い
く
。 吉見優一郎 議員

中学校部活動の地域移行と関係団体との連携について
条件が整った活動・地域からモデルケースとして進めていく
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Ｑ　
市
民
の
方
か
ら
近
隣
の
家

で
生
活
雑
排
水
を
雨
水
側
溝
に

違
法
に
排
水
し
て
い
る
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
現
地
を
確
認
し

担
当
課
に
相
談
し
て
き
た
が
、

半
年
以
上
経
過
し
て
も
変
化
が

み
ら
れ
な
い
。
現
状
、
ど
う
対

応
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
下
水
道
法
上
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
地
域
は
、
接
続
し
生
活
排
水
の
す

べ
て
を
下
水
設
備
に
排
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
趣
旨
を
該

当
す
る
市
民
の
方
に

説
明
し
、
改
善
の
対

応
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
改
め

て
早
急
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
所
有
者
不
明
猫
を
世
話
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
市
民
の
方
の
中
で
、
自
宅
内
で
飼
育
し
て

い
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
普
段
は
自
宅
外
で

遊
ば
せ
て
い
る
た
め
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
し
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
現
在
の
飼

育
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ　
飼
い
猫
と
し
た
場
合
、
な
る
べ
く
自
宅
内

で
飼
育
す
る
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
る
。
所
有

者
不
明
猫
を
世
話
し
て
い
る
方
に
は
、
排
便
等

に
つ
い
て
は
、
近
隣
に
配
慮
し
、
不
妊
去
勢
手

術
に
協
力
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ　
国
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
通

学
路
の
危
険
箇
所
の
安
全
対
策

は
改
善
さ
れ
た
か
。

Ａ　
一
斉
緊
急
点
検
で
判
明
し

た
61
箇
所
の
危
険
箇
所
を
今
年

３
月
末
で
54
箇
所
の
安
全
対
策

が
完
了
し
、
残
り
は
令
和
７
年

度
に
完
了
見
込
み
。

Ｑ　
中
通
り
の
各
地
に
大
量
の

土
砂
が
搬
入
さ
れ
、
無
秩
序
な
盛
り
土
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
無
秩
序
な
土
砂
搬
入
は
豪
雨
や
地
震
に
よ
る

土
砂
災
害
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
規
制
が

必
要
か
と
思
わ
れ
る
が
。

Ａ　
近
隣
町
村
に
お
い
て
大
量
の
土
砂
の
搬
入

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
３
月
議
会
に
お
い
て
無
秩
序
な
土
砂
搬

入
を
規
制
す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

Ｑ　
認
知
症
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
記
憶
や
思

考
な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下
し
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
。
読
み
書
き
計
算
、
音
読
で
認
知

症
が
改
善
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
。

Ａ　
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
の
研
究
チ
ー

ム
よ
っ
て
、
単
純
計
算
、
音
読
で
脳
が
活
性
化

さ
れ
認
知
症
が
改
善
さ
れ
る
効
果
が
科
学
的
に

証
明
さ
れ
た
。

読
み
書
き
計

算
に
よ
る
脳

の
健
康
教
室

を
開
催
す
る
。

大竹　功一 議員

柴原　隆夫 議員

違法に生活雑排水を雨水側溝に排水している市民がいる。市の対応は？

「認知症」が単純計算や音読で改善されるって？

市民に対して、法律等の趣旨を十分に説明し、早急に改善を求めて行きたい

認知機能が改善されることが科学的に証明される

Ｑ　
史
跡
・
名
勝
南
湖
公
園
を

活
か
し
た
事
業
の
南
湖
基
本
構

想
策
定
コ
ン
セ
プ
ト
を
伺
う
。

Ａ　
南
湖
の
歴
史
的
価
値
及
び

文
化
的
価
値
を
守
り
豊
か
な
自

然
環
境
及
び
景
観
を
保
全
す
る
。

市
民
享
楽
の
地
と
し
て
魅
力
を

創
出
し
、
市
民
が
憩
い
楽
し
む

場
と
し
て
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
各
分
野
の
有
識
者
・
市
民
の
声
を
反
映
し
多

角
的
見
地
か
ら
将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
公
園
内
歩
行
者

の
安
全
確
保
対
策
で

は
歩
行
者
優
先
道
路
、

横
断
歩
道
新
設
、
道

路
カ
ラ
ー
化
、
速
度

制
限
を
伺
う
。

Ａ　
公
園
内
の
安
全

確
保
に
は
速
度
制
限

や
歩
行
者
通
行
帯
カ

ラ
ー
化
、
横
断
歩
道

設
置
な
ど
有
効
な
対
策
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
歩
行
者
優
先
の
道
づ
く
り
に
向
け
、

社
会
実
験
の
成
果
を
踏
ま
え
、
福
島
県
公
安
委

員
会
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

Ｑ　
清
水
門
復
元
の
工
事
は
滅
多
に
見
れ
な
い

た
め
、
工
事
の
進
捗
を
見
な
が
ら
、
十
分
な
対

策
を
し
て
市
民
、
来
訪
者
を
入
場
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
清
水
門
復
元
は
小
峰
城
の
城
門
と
し
て
新

築
す
る
も
の
で
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
、
工
事

完
了
検
査
合
格
後
に
使
用
が
可
能
と
な
る
。

石名　国光 議員

人と車が共存できる南湖公園に
歩行者優先の道づくりに向け、関係機関と協議を進める
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Ｑ　
新
規
事
業
で
あ
る
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
県
の
助
成
額
に
上
乗
せ
と

し
て
各
治
療
に
県
の
半
額
を
上

限
と
し
て
助
成
す
る
。
不
妊
症

検
査
は
県
と
同
額
の
３
万
円
を

上
限
と
す
る
。
さ
ら
に
通
院
費

と
し
て
一
回
あ
た
り
２
千
円
の

助
成
を
行
う
。
郵
送
に
よ
る
申

請
も
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
内
で
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
な
く
、

遠
方
へ
の
通
院
が
必
要
と
な
る
方
に
対
す
る
交

通
費
の
補
助
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
？

Ａ　
「
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
及
び
自
動

車
燃
料
費
助
成
事
業
」
「
人
工
透
析
患
者
通
院

交
通
費
補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
交
通

費
の
補
助
を
今
後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
常

設
・
特
設
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
廃
部
、
活
動

縮
小
状
況
は
？

Ａ　
※
表
参
照

Ｑ　
教
員
の
多
忙
化

解
消
は
大
切
だ
が
、

そ
れ
を
理
由
に
廃
部

や
活
動
縮
小
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
民
間
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
特
設
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
う
が
教
育
長
の
考
え
は
？

Ａ　
小
学
校
の
特
設
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
と
し
て
も
議
論
し
て
い
く
。

大木　絵理 議員

遠方への通院をしなければならない市民に交通費の補助を
他自治体の取り組み状況も参考に調査・研究をしていく

Ｑ　
予
算
編
成
は
、
各
部
署
か

ら
の
要
求
を
も
と
に
財
政
課
で

集
約
・
調
整
さ
れ
た
予
算
案

(

素
案)

を
、
総
務
部
長
及
び
市

長
が
査
定
し
、
予
算
案
が
決
定

さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
私
が
提
案
す
る
学
校
給

食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
質
問

し
て
も
、
意
思
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
答
弁
で

き
な
い
と
拒
否
さ
れ
る
。
予
算
編
成
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
歳
入
規
模
を
把
握
し
、
財
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
べ
き
「
重

点
項
目
」
な
ど
を
示
し
た
「
予
算
編
成
方
針
」

を
定
め
る
。
各
担
当
課
で
は
、
常
日
頃
か
ら
社

会
情
勢
・
国
県
の
動
向
・
市
民
の
声
を
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
て
必
要
な

事
業
を
企
画
立
案
し
、
「
予
算
編
成
方
針
」
に

留
意
し
予
算
要
求
す
る
。
査
定
の
場
で
多
角
的

な
視
点
で
議
論
を
重
ね
、
事
業
の
必
要
性
や
効

果
、
適
時
性
や
緊
急
性
、
他
の
事
業
と
の
関
連

性
、
将
来
の
財
政
負
担
な
ど
を
検
討
し
優
先
順

位
を
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
予
算

要
求
し
優
先
順
位

を
決
め
て
い
る
の

か
。

Ａ　
市
の
総
合
的

な
方
向
性
に
従
っ

て
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
い
る
。

深谷　弘 議員

予算編成における事業の優先順位はどのように決められるのか
担当課で市民の声を把握し、必要な事業を立案・予算要求。査定で多角的な視点で議論

●黙とうを捧げました。
◦令和６.１.１能登半島地震発生
◦３.１１東日本大震災から13年
以上、２件の事案に対して３月
定例会開会日（２月28日）に犠
牲となり、亡くなられた多くの
方々に対して、哀悼の意を表し
黙とうを捧げました。

●令和６年
　能登半島地震義援金
令和６年元日に発生した能登半
島地震に対して、白河市議会は
１月30日に「北信越市議会議長
会」へ10万円を贈りました。

人 　 事 　 案 　 件
　議会の同意を得るために、3月定例会に以下の案件が提出され、全て同
意されました。案件等を紹介します。
〇地方自治法第 162条に基づき、同意を求める。
　副市長（新任）　井上賢二氏 【59歳】　（白河市北堀切）
　任期　４年（令和６年４月１日～令和 10年３月 31日）
〇地方自治法第 196条第１項に基づき、同意を求める。
　監査委員（再任）　片山拓央氏 【50歳】　（白河市天神町）
　任期　４年（令和６年４月１日～令和 10年３月 31日）
〇人権擁護委員法第６条第３項に基づき、法務大臣へ推薦することに

同意を求める。
　人権擁護委員（再任）　塩田英夫氏 【71歳】　（白河市大信中新城）
　任期　３年（令和６年７月１日～令和９年６月 30日）

過去３年間の廃部状況
クラブ・部名 理　由

小学校
３　校

特設合唱、楽器、
陸上など　　計５つ

部員減少
多忙化解消

中学校
２　校

ソフトボール部、
バスケットボール部 部員減少

過去３年間の活動縮小状況
小学校
２　校

特設合唱……審査対象外
特設陸上部…参加種目を絞る


